
草
の
根
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。

議
事
に
入
り
、
前
年
度
（
２
０

２
３
年
度
）
の
事
業
報
告
書
、
活

動
計
算
書
を
承
認
、
新
年
度
の
事

業
計
画
書
案
、
活
動
予
算
書
案
に

つ
い
て
審
議
、
原
案
通
り
決
定
し

た
。歴

史
を
鑑
と
し
て

内
山
精
神
を
顕
彰

事
業
実
施
計
画
と
し
て
は
「
歴

史
を
鑑
と
し
て
未
来
に
日
中
平
和

友
好
を
繋
ご
う
」
を
基
礎
に
お
い

て
、
青
少
年
交
流
、
教
育
交
流
の

更
な
る
推
進
、
医
療
福
祉
交
流
の

促
進
を
重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。

そ
れ
に
、
内
山
完
造
精
神
の
顕

彰
も
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
は
、
会
員
数
の
拡
大
を
重
点
事

項
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
る
。

記
念
講
演
は
午
前
10
時
半
か
ら

開
か
れ
、
世
界
情
勢
に
詳
し
い
元

外
務
省
局
長
の
孫
崎
享
氏
が
「
平

和
の
道
の
探
求
」（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
、
台
湾
問
題
を
超
え
て
）
と

題
し
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

ま
ず
、
先
の
岸
田
政
権
に
よ
る

安
保
関
連
３
文
書
の
閣
議
決
定
に

触
れ
、
日
本
の
多
く
の
人
は
こ
れ

で
日
本
の
安
全
が
高
ま
っ
た
と

思
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
逆
で
あ

る
と
、
評
価
。

総
会
は
午
前
９
時
半
か
ら
開
か

れ
た
。
物
故
者
に
対
し
て
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
土
井
章
弘
会
長
が
開

会
の
挨
拶
。

「
日
中
関
係
は
様
々
な
要
因
で

必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
滴
一
滴
の
小
さ
な
水

の
流
れ
も
大
海
に
そ
そ
ぐ
大
き
な

河
と
な
る
よ
う
に
、
日
中
友
好
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
も
触
れ
な

が
ら
、日
本
の
対
応
に
つ
い
て（
紛

争
の
平
和
解
決
へ
の
）
い
か
な
る

努
力
を
し
た
か
、
と
問
題
提
起
。

過
去
の
、
世
界
の
戦
争
や
紛
争

を
分
析
し
な
が
ら
、ロ
シ
ア
・
プ
ー

チ
ン
の
行
動
の
原
点
を
分
析
。
台

湾
問
題
を
解
き
ほ
ぐ
し
た
。

日
本
及
び
日
本
人
の
対
応
と
し

て
、
軍
備
に
依
存
す
る
議
論
の
前

に
、
紛
争
に
な
り
う
る
問
題
を
い

か
に
外
交
的
に
解
決
す
る
か
の
考

察
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
が
今
日
の
日
本
社
会
に
欠
如
し

て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。

会
場
に
は
約
２
０
０
人
の
聴
衆

が
詰
め
か
け
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

質
問
も
多
く
出
さ
れ
、
関
心
の
強

上
海
市
・
大
阪
市
友
好
都
市
提

携
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆

２
０
２
４
年
迎
春
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領

事
館
主
催
）
が
、
２
月
６
日
、
大

さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

新
春
互
礼
会
は
、
午
後
零
時
半

か
ら
開
か
れ
た
。中
国
関
連
で
は
、

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
か
ら
薛
剣

総
領
事
が
出
席
。

薛
総
領
事
は
「
岡
山
地
区
は
中

国
と
の
友
好
交
流
の
歴
史
が
長

く
、
多
く
の
中
日
友
好
の
先
駆
者

を
生
ん
で
き
た
。
岡
山
県
の
各
界

は
長
期
に
わ
た
り
、
中
国
と
の
交

流
を
熱
心
に
推
進
し
、
中
日
友
好

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、
各
界
の
友
好
の
絆
の

強
化
や
、
市
民
レ
ベ
ル
、
地
方
レ

ベ
ル
で
の
中
日
関
係
の
改
善
強

化
、
発
展
を
呼
び
掛
け
た
。

阪
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

当
協
会
か
ら
は
、
土
井
章
弘
会

長
、
黒
住
昭
子
副
会
長
、
松
井
三

平
専
務
理
事
、星
野
耕
平
理
事（
青

年
部
代
表
）の
４
人
が
参
加
し
た
。

当
日
は
日
中
両
国
か
ら
多
く
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
長
蛇
の
列
を

な
す
受
付
、
ロ
ビ
ー
い
っ
ぱ
い
に

飾
ら
れ
た
祝
花
、
非
常
に
大
き
な

会
場
に
も
関
わ
ら
ず
入
り
き
ら
な

い
程
の
人
の
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

駐
大
阪
総
領
事
館
の
薛
剣
総
領

事
が
開
会
挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
で
、
上
海

市
政
府
が
同
市
の
経
済
・
社
会
発

展
と
友
好
に
大
き
く
寄
与
し
た
外

国
人
に
授
与
す
る
「
白
玉
蘭
記
念

賞
」を
一
昨
年
受
賞
し
た
当
協
会
、

松
井
専
務
理
事
の
紹
介
も
行
わ
れ

た
。�

（
４
面
に
関
連
記
事
）

西
日
本
地
区
日
中
友
好
交
流

大
会
が
、
今
夏
岡
山
市
内
で
開

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
会
に
は
、
関
西
、
中
国
地

域
を
中
心
に
、
日
中
友
好
団
体

や
日
中
友
好
交
流
関
係
者
、
経

済
人
、
中
国
側
か
ら
は
駐
大
阪

総
領
事
や
、
対
象
地
域
の
日
本
の

自
治
体
と
友
好
交
流
を
し
て
い
る

中
国
の
自
治
体
関
係
者
ら
多
数
が

参
加
す
る
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
中
国
駐
大
阪

総
領
事
館
の
薛
剣
総
領
事
が
、
２

月
22
日
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知

事
、
大
森
雅
夫
岡
山
市
長
、
伊

東
香
織
倉
敷
市
長
、
那
須
保
友

岡
山
大
学
学
長
を
表
敬
訪
問
。

交
流
大
会
へ
の
協
力
を
要
請
し

た
。昨

年
の
第
６
回
大
会
は
、
高

松
市
で
開
か
れ
約
５
０
０
人
が

参
加
し
た
。
同
交
流
大
会
が
岡

山
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

洛
陽
、上
海
、天
津
な
ど
友
好
都
市
交
流
を
発
展

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
（
土
井
章
弘
会
長
）
は
、
２
月
23
日
、
岡
山
市
北
区
駅
元

町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
２
０
２
４
年
度
（
令
和
６
年
度
）
定
期
総
会
と
記
念

講
演
会
、
新
春
互
礼
会
を
開
い
た
。
総
会
で
は
、
大
変
革
の
時
代
に
対
応
し
て
の
新
し
い
活
動
方
針
を

論
議
決
定
し
た
。
重
点
目
標
と
し
て
、
青
少
年
交
流
の
活
発
化
や
教
育
・
医
療
交
流
の
充
実
発
展
を
掲

げ
、
加
え
て
内
山
完
造
精
神
の
顕
彰
と
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。（
関
連
記
事
２
、
３
、
４
面
）

2024年度
定期総会

青
少
年
交
流
・
教
育
交
流
を
一
層
活
発
化

青
少
年
交
流
・
教
育
交
流
を
一
層
活
発
化

LOOK AT CHINA, GO TO CHINA!

・
友
好
の
輪
世
界
へ

LOOK AT CHINA, GO TO CHINA!

・
友
好
の
輪
世
界
へ

大
阪
市
・
上
海
市
友
好
都
市
提
携

50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

盛況だった迎春レセプション盛況だった迎春レセプション

� 記念講演会　� 記念講演会　

� 定期総会　� 定期総会　

�

（
２
面
へ
続
く
）

日
中
友
好
交
流
大
会 

◇
今
夏
岡
山
で
開
催
◇
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来
賓
と
し
て
逢
沢
一
郎
衆
院
議

員
、
山
下
貴
司
衆
院
議
員
、
那
須

保
友
岡
大
学
長
、
林
恭
生
岡
山
市

副
市
長
、
竹
井
千
庫
岡
山
県
日
中

懇
話
会
会
長
、
岡
本
啓
岡
山
県
日

中
教
育
交
流
協
議
会
会
長
、
田
口

裕
士
岡
山
市
議
会
議
長
、
松
田
安

義
岡
山
市
洛
陽
市
友
好
都
市
議
員

連
盟
会
長
、
竹
島
潤
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ⅰ

Ｃ
Ｏ
Ｉ
代
表
理
事
の
各
氏
等
が
花

を
添
え
た
。

互
礼
会
に
は
、
県
内
の
大
学
に

留
学
し
て
い
る
中
国
人
留
学
生
も

招
か
れ
、
関
係
者
と
懇
談
し
た
。

特
別
企
画
と
し
て
テ
ノ
ー
ル
の

シ
ョ
ー
も
あ
り
、
声
楽
家
の
秋
山

和
哉
さ
ん
が
テ
ノ
ー
ル
独
唱
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
　
　
　
新
春
互
礼
会

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
　
　
　
新
春
互
礼
会

定
期
総
会
特
集

定
期
総
会
特
集

各報告書の詳細及び各年度毎の推移等については
協会ホームページをご覧ください。

１　事業実施の重点目標
（１）
（２）
（３）
（４） 日中医療福祉交流の促進しよう
（５）

（１）特定非営利活動に係る事業

歴史を鑑として未来に日中平和友好を繋ごう
日中教育交流と青少年交流を更に促進しよう
内山完造精神を顕彰しよう

財政の健全化－会員拡大と継続事業強化しよう

２　事業の実施に関する事項

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象
者の範囲及

び人数

支出
見込額
（千円）

◆相互訪問団の派遣と受入れ 6月 岡山市・洛陽市 5名
50名
一般

200

◆教育交流の促進 通年 岡山 2名 一般 100

◆文化・音楽交流の促進 3月 岡山市・洛陽市 ２名 120名 50

◆その他各界各分野での交流 通年 岡山市・洛陽市 ２名 100名 50

◆内山完造顕彰事業及び教育分野 通年
岡山県内及び上
海市内

10名
50名
一般

200

◆友好交流事業、特に医療福祉分野 4月 天津市 3名
10名
一般

100

通年
岡山県内学校・
上海市・洛陽市

2名 0

◆日中友好新春互礼会及び講演会 2月23日 岡山市内 20名
会員一般
　200名

200

◆中国古今東西を語る会 年3回 岡山市内 10名
会員

一般150名
100

◆青年部活動の支援 随時 岡山市内 青年部
会員
一般

50

◆中国茶会開催協力 随時 岡山市内 7名
会員
一般

0

◆中国駐大阪総領事館との連絡強化・
開催行事への参加

通年 岡山県内・大阪 1名
役員

会員　15名
100

◆西日本地区日中友好交流大会の協
力

7月 岡山 20名
会員県内
一般　500

200

◆岡山県中国留学生学友会と交流 通年 岡山県内 3名
50名

留学生
90

◆在岡中国人法律相談サービス 通年 岡山県内 1名 中国人 50

◆会報「岡山と中国」発行 年３回～ 岡山市・県内 7名
300名
一般

500

◆ホームページ更新＆ＳＮＳ活用 随時 岡山・中国 1名 一般 120

◆中国語会話教室の運営
4月、10月
開講

協会事務所 3名
15名
一般

100

◆中国語研修会を開催 随時 市内 2名
10名
一般

100

◆岡山浪乗り会 通年 協会事務所 3名
30名
一般

0

◆中国語通訳翻訳サービス 通年 協会事務所 2名
5名
一般

491

◆2024年度（公財）日中友好会館助成
「日中植林・植樹国際連帯事業」

１月～12
月

洛陽市伊川県 2名
洛陽市民
700万人

12,637

◆協会会員拡大・財政強化 通年 岡山県内 理事 市民・県民 0

②天津市との活動促進

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①洛陽市との友好都市交流活動促進

②上海市との活動促進

６．中国の環境保護、災害支援活動

７．その他目的の達成に必要な事業

③岡山県下各都市と友好都市間交流支援

④日中友好交流団体との協力活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生派遣

EXCHANGE」支援
◆日中青年交流事業 「STUDENT 

100名

令和６年度　事 業 計 画 書
（令和6年1月1日から令和6年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

（
１
面
よ
り
）

那須保友学長那須保友学長
（岡山大学）（岡山大学）

林　恭生副市長林　恭生副市長
（岡山市）（岡山市）

薛剣総領事薛剣総領事
（中国駐大阪総領事館）（中国駐大阪総領事館）

岡山県中国留学生学友会の皆さん岡山県中国留学生学友会の皆さん

テノール独唱　秋山和哉氏テノール独唱　秋山和哉氏

友好協会会員を中心に来賓や招待者らが友好協会会員を中心に来賓や招待者らが
にぎやかに懇談したにぎやかに懇談した新春互礼会新春互礼会

孫崎　享講師孫崎　享講師

盛り上がった
互礼会互礼会
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令
和
６
年
度
活
動
予
算
書
　
　
　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
・
活
動
計
算
書

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
令
和
６
年
度
活
動
予
算
書
　
　
　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
・
活
動
計
算
書

定
期
総
会
特
集

定
期
総
会
特
集

科目 合計
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
一般会員受取会費 1,000,000
賛助会員受取会費 1,500,000 2,500,000

２．受取寄附金
受取寄附金　　 500,000 500,000
施設等受入評価益

３．受取助成金等
12,637,000

受取補助金 100,000 12,737,000
４．事業収益

2,300,000
1,000,000 3,300,000

５．その他収益
受取利息 100
雑収益 39,900 40,000

16,577,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給料手当（事業費） 800,000
通勤費（事業費） 120,000
　人件費　計 920,000 920,000
その他経費
委託外注費（事業費） 1,000,000
諸謝金（事業費） 200,000
印刷製本費（事業費） 250,000
会議費（事業費） 500,000
旅費交通費（事業費） 800,000
消耗品費（事業費） 100,000
新聞図書費（事業費） 20,000
水道光熱（事業費） 100,000
地代家賃（事業費） 1,051,000
広告宣伝費（事業費） 100,000
諸会費（事業費） 100,000
リース料（事業費） 60,000
租税公課（事業費） 1,000
支払い助成金（2023年度緑化事業費） 10,136,000
支払寄附金（事業費） 100,000
　その他経費　計 14,518,000 14,518,000

15,438,000
２．管理費

人件費
給料手当 200,000
通勤費 30,000
人件費計 230,000 230,000
その他経費
委託外注費 150,000
印刷製本費 100,000
通信運搬費 30,000
消耗品　費 50,000
水道光熱費 20,000
地代家賃 116,000
賃借料 10,000
広告宣伝費 15,000
新聞図書費 50,000
諸会費 20,000
リース料 1,000
租税　公課 1,000
支払手数料 50,000
　その他経費　計 613,000 613,000

843,000
16,281,000

当期経常増減額 296,000
Ⅲ 経常外収益 0
Ⅳ 経常外費用

0
当期正味財産増減費 296,000

　前期繰越正味財産額 7,487,492
　次期繰越正味財産額 7,783,492

受取助成金〔2023年度緑化事業費〕

特定非営利活動に係る事業(金額）

自主事業収益
受託事業収益

　　経常収益　計

（１）

（２）

　　　　 事業費　計

（１）

（２）

　　　　管理費　計
　経常費用　計

経常外費用計

[税込]（単位：円）

令和６年度　活 動 予 算 書
（令和6年1月1日から令和6年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

項目
【経常収益】
  【受取会費】
    一般会員受取会費 813,000 
    賛助会員受取会費 1,266,000 2,079,000 
  【受取助成金等】
    受取助成金 6,726,774 
  【事業収益】
    自主事業収益 1,871,185 
    受託事業収益 857,340 2,728,525 
  【その他収益】
    受取  利息 56 
    雑  収  益 1,208 1,264 
        経常収益  計 11,535,563 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料  手当(事業) 201,500 
      通  勤  費(事業) 9,950 
        人件費計 211,450 
    （その他経費）
      委託外注費(事業) 1,201,770 
      諸  謝  金(事業) 150,000 
      印刷製本費(事業) 241,548 
      会  議  費(事業) 778,058 
      旅費交通費(事業) 794,000 
      通信運搬費(事業) 63,282 
      消耗品  費(事業) 29,476 
      水道光熱費(事業) 99,661 
      地代  家賃(事業) 1,051,380 
      リ ー ス料(事業) 59,400 
      租税  公課(事業) 10,200 
      支払手数料(事業) 16,159 
      支払助成金(事業) 5,546,039 
      雑　損　失(事業) 12,000 
        その他経費計 10,052,973 
          事業費  計 10,264,423 
  【管理費】
    （人件費）
      給料  手当 389,740 
      通  勤  費 55,480 
        人件費計 445,220 
    （その他経費）
      委託外注費 106,180 
      印刷製本費 5,652 
      旅費交通費 700 
      通信運搬費 95,477 
      消耗品  費 59,505 
      水道光熱費 11,097 
      地代  家賃 116,820 
      諸  会  費 29,000 
      リース  料 6,600 
      租税  公課 4,313 
      支払手数料 17,202 
        その他経費計 452,546 
          管理費  計 897,766 
            経常費用  計 11,162,189 
              当期経常増減額 373,374 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 373,374 
          当期正味財産増減額 373,374 
          前期繰越正味財産額 7,114,118 
          次期繰越正味財産額 7,487,492 

金額

令和５年度　活 動 計 算 書
（令和5年1月1日から令和5年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

[税込]（単位：円）

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

◆洛陽市対外友好協会とのオンラ
イン会議（ZOOM）

1月11日 岡山旭東病院 １０名
洛陽市友好協会・
岡山市日中友好協
会　　20名

0

◆岡山市立操南中学校と洛陽東
昇第二中学校の友好提携一周年
記念ビデオメッセージ交換

3月20日
岡山市立操南中
学校

２名
両中学校先生と生
徒20名

0

◆洛陽市人民対外友好協会第一
回理事会へ会長ビデオ祝賀メッ
セージ

4月24日 岡山旭東病院 2名 両市友好協会50名 0

◆医療健診来岡 6月22日
済生会、旭東、聖
母眼科

3名 4名 0

◆教育交流、緑化調査団洛陽訪
問

7月12日 洛陽市、新安県 3名
洛陽市内高校、新
安県林業局50名

0

◆龍門国際旅行社来岡 11月27日 岡山市 3名 協会関係者5名 0

◆日中青少年交流促進訪問団 12月25日
洛陽市、南京市、
上海市

6名
各地友好協会、教
育、生徒150名

0

◆天津市友好協会へのメッセージ 7月22日 協会事務所 2名 天津市　　　　50名 0

③上海市との交流

◆教育交流促進協議訪問 3月29日 上海市 1名 上海市関係20名 0

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①友好都市・洛陽市との交流

②天津市との交流

２　事業の実施に関する事項

１　事業の成果
2023年は、2022年の日中国交正常化50周年に続き日中平和友好条約45周年という節目の年であった。協会で
はあらゆる活動の中で平和友好条約に法律文書として約束された内容を確認し広報を重視してきた。特に、河
南省人民対外友好協会を始め各地の対外友好協会の招聘事業に参加した県内の高校生、大学生の派遣に協
力したことは次代の友好をつなぐ意味でも大きな意義があり、成果としたい。また、洛陽市との合作事業である日
中緑化協力事業を本年度も継続し、友好事業として、また地球環境保護にも貢献している意義は大きい。そして、
上海市との交流で、郷土出身の内山完造先生の顕彰事業について上海市との新たな協力事業がスタートした。
内山精神を次代に継ぐために、研究会や相互訪問などを通じて広く内山先生の功績を広報していきたい。

特定非営利活動に係る事業

令和５年度　事 業 報 告 書
（令和5年1月1日から令和5年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

◆上海福苑健康管理公司来岡 6月14日
岡山リハビリテー
ションセンター、
オージー技研

2名 病院、工場20名 0

◆１９２７魯迅と内山完造記念書局
とのオンライン懇談会

11月29日 協会事務所 4名 上海15名 60

◆岡山県日中教育交流協議会
日中青年交流事業支援

通年
中国上海市、洛
陽市の各学校と
日本の各学校

４名
500名

児童生徒
63

◆新見市国際交流協会総会講演 6月12日 新見市 １名
４０名

新見市民
0

◆瀬戸内日中友好卓球交流会理
事会

10月29日 協会事務所 ２名
8名

理事会
0

◆山部英之先生講演会、新春互
礼会

2月18日
ANAクラウンプラ
ザホテル岡山

１５名
120名

会員・一般
1,031

◆平和友好条約
　 中国古今東西を語る会

10月14日
県国際交流セン
ター

５名
50名

会員・一般
34

◆中国茶会 月1回 協会事務所 1名 会員 2

◆総領事館主催記念レセプション
1/18，
9/22

ホテルニュー大
谷大阪

4名 参加者300名 4

◆西日本日中友好交流大会参加 7月31日
JRホテルクレメント
高松

５名 参加者500名 0

◆中国人留学生学友会との交流 春季
岡大国際交流セ
ンター

4名 青年部・留学生80名 0

◆会報「岡山と中国」発行 年４回 岡山県内 5名 一般700名 252

◆ホームページ更新 通年 インターネット 1名 市民一般 0

◆中国語会話教室 1～3月 協会事務所 1名 91

◆企業派遣中国語研修
3 ～5月、
10～12月

新興工業 1名 １名 287

◆岡山浪乗り会
毎週水曜
日

協 会 事 務 所 ・
ZOOM

２名 5名～７名 16

◆中国語通訳・翻訳サービス 通年 協会事務所 3名 一般 858

６．中国の環境保護、災害支援活動

◆第3期「日中植林植樹国際連帯
事業」

1月～12
月

洛陽市新安県石
井鎮

1名 洛陽市民700万人 7,566

0

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生の派遣

７．その他目的達成に必要な事項

④日中友好交流団体活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会の開催及び協力

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）
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荘
内
中
は
、
地
元
の
荘
内
小
学

校
と
の
一
貫
教
育
を
打
ち
出
し

「
未
来
の
学
校
づ
く
り
推
進
モ
デ

ル
校
」
で
も
あ
る
。
国
際
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
交

流
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。今

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
は
、

荘
内
中
の
教
諭
が
田
園
中
を
視
察

し
た
こ
と
を
契
機
に
、
岡
山
市
日

中
友
好
協
会
が
仲
介
役
と
な
り
、

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
が

協
力
し
て
実
現
し
た
。

12
／
25
…�

日
中
青
少
年
交
流
促
進

訪
中
団
出
発（
～
29
日
）

12
／
28
…�

「
岡
山
と
中
国
」
１
月

号
発
送
（
協
会
）

１
／
９
…�

中
国
銀
行
寺
坂
氏
訪
問

（
松
井
専
務
理
事
）

１
／
11
…�

岡
山
大
学
那
須
学
長
を

訪
問
（
黒
住
副
会
長
、

松
井
専
務
理
事
）

１
／
12
…�

倉
敷
外
語
学
院
大
山
理

事
長
訪
問
（
松
井
専
務

理
事
）

１
／
23
…�

緑
化
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
（
協
会
）

１
／
24
…�

第
１
回
理
事
会
開
催

１
／
25
…�

林
野
高
校
訪
中
説
明
会

（
美
作
市
）

２
／
６
…�

総
領
事
館
主
催
迎
春
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
大
阪
）

２
／
９
…�

矢
掛
町
山
部
教
育
長
が

来
局

２
／
15
…�

総
会
実
行
委
員
会

２
／
19
…�

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ　

Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
訪
中

団
出
発
（
～
22
帰
国
）

２
／
22
…�
大
阪
総
領
事
館
一
行
来

岡
。
岡
山
市
長
、
岡
山

春
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
、
参
加
者

数
と
言
え
盛
り
上
が
り
と
言
え
実

に
華
や
か
な
も
の
で
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、友
好
交
流
・

文
化
・
観
光
・
万
博
の
各
分
野
の

専
門
家
ら
が
日
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず
つ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

上
海
市
と
大
阪
市
の
50
年
に
渡

る
友
好
の
歴
史
や
、
経
済
的
な
繋

が
り
な
ど
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

特
に
万
博
に
お
い
て
は
、
両
都

市
と
も
過
去
に
開
催
し
た
経
験
が

あ
り
、
２
０
１
０
年
に
初
開
催
を

し
た
上
海
市
と
来
年
２
度
目
の
開

催
を
す
る
大
阪
市
が
、
万
博
を
一

つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
交
流

を
活
発
化
さ
せ
た
い
と
い
う
想
い

今
回
参
加
し
た
「
上
海
市
・
大

阪
市
友
好
都
市
提
携
50
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
２
０
２
４
年
迎

が
強
く
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
は
、

参
加
者
が
１
０
０
０
人
を
超
え
る

規
模
で
、
薛
剣
総
領
事
の
挨
拶
で

ス
タ
ー
ト
。

非
常
に
多
く
の
参
加
者
に
よ
る

盛
大
な
会
で
あ
っ
た
こ
と
以
上
に

驚
い
た
こ
と
は
、
パ
ー
テ
ィ
の
間

中
ず
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
催
し
が
行

わ
れ
て
い
た
り
、
会
場
内
に
様
々

な
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
と
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
工
夫
が
多
く

準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

明
の
時
代
か
ら
伝
わ
る
中
国
古

典
演
劇
の
一
つ
「
昆
劇
」
や
、
同

じ
く
四
川
省
の
伝
統
芸
能「
変
面
」

な
ど
の
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
る
と

会
場
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し

た
。パ

ー
テ
ィ
は
立
食
形
式
で
、
参

玉
野
市
立
荘
内
中
学
校
（
住
田

義
広
校
長
）
と
上
海
市
の
閔
行
区

田
園
外
国
語
中
学
（
呉
敏
校
長
）

と
の
生
徒
に
よ
る
初
め
て
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
が
、
２
月
28
日
、
行

わ
れ
た
。

荘
内
中
は
、
２
年
生
が
参
加
し

加
者
同
士
の
和
や
か
な
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

改
め
て
中
国
と
い
う
国
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
時
期
に
比
べ
る
と
確
か
に
経

済
成
長
率
は
鈍
化
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
世
界
の

中
で
の
中
国
の
存
在
感
、
未
来
を

開
拓
し
て
い
く
志
向
を
強
く
感
じ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
大
阪
市
と
上
海
市
が

多
く
の
共
通
す
る
経
験
を
通
し
て

強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
も
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。

岡
山
市
に
お
い
て
も
、
今
ま
で

築
い
て
き
た
洛
陽
市
と
の
友
好
関

係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
為
に
、

共
感
し
合
え
る
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

代
表
の
３
人
が
、
臨
時
に
作
ら
れ

た
校
長
室
の
〝
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ

ジ
オ
〟
に
集
合
。
田
園
中
学
も
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
生
徒
等
が
特

設
の
会
場
に
ス
タ
ン
バ
イ
。

双
方
の
出
席
者
紹
介
の
後
、
両

校
の
校
長
が
歓
迎
と
期
待
の
挨

拶
。
続
い
て
生
徒
は
、
お
互
い
の

学
校
や
学
校
生
活
の
様
子
、
そ
れ

に
普
段
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
に
つ

い
て
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
動
画

で
紹
介
し
合
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
お
互
い
に
中
国

語
や
日
本
語
、
英
語
を
交
え
な
が

ら
質
問
を
交
わ
し
、
意
見
を
述
べ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

最
後
に
全
員
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

向
か
っ
て
笑
顔
で
手
を
振
り
合

い
、
再
度
の
交
流
を
誓
い
合
っ
て

い
た
。

県
知
事
、
岡
山
大
学
長

表
敬
訪
問
、
随
行
（
土

井
会
長
、森
田
副
会
長
、

黒
住
副
会
長
、
松
井
専

務
理
事
）

２
／
22
…�

孫
崎
享
先
生
来
岡
、
歓

迎
夕
食
会
（
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

テ
ル
）

２
／
23
…�

令
和
６
年
度
総
会
・
講

演
会
・
日
中
友
好
新
春

互
礼
会
開
催
（
Ａ
Ｎ
Ａ

ホ
テ
ル
）

２
／
28
…�

玉
野
市
立
荘
内
中
学
校

と
上
海
市
田
園
外
国
語

中
学
と
が
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
実
施

３
／
２
…�

日
中
青
少
年
交
流
訪
中

団
報
告
会
（
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
）

３
／
３
…�

県
日
中
友
好
協
会
横
見

事
務
局
長
が
来
局

３
／
８
…�

国
際
女
性
デ
ー
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
（
黒
住
副
会
長

出
席
挨
拶
）

３
／
13
…�

第
２
回
理
事
会
開
催

３
／
14
…�

県
教
育
委
員
会
鍵
本
教

育
長
を
訪
問（
教
育
庁
）

３
／
15
…�

岡
山
外
語
学
院
卒
業
式

に
参
列
（
１
５
５
名
が

卒
業
）

３
／
18
…�

岡
山
市
立
操
南
中
学
校

と
洛
陽
東
昇
第
二
初
級

中
学
と
が
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
交
流
（
操
南
中
）

▼
毎
年
１
月
、
２
月
は
総
会
行
事

準
備
に
忙
殺
さ
れ
る
。
今
年
も
会

員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
と
底
力
で
記

念
事
業
も
無
事
成
功
裏
に
終
了
し

良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
▼
特
に

今
回
、
薛
剣
総
領
事
を
始
め
と
す

る
総
領
事
館
一
行
が
、
岡
山
県
知

事
、
岡
山
市
長
、
岡
山
大
学
長
を

訪
問
し
、
夏
の
西
日
本
地
区
日
中

友
好
交
流
大
会
開
催
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
こ
と
、
そ
し
て
当
協
会

が
そ
の
ア
レ
ン
ジ
役
を
果
た
せ
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
っ
た
▼
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
孫
崎
享
先

生
は
、
当
協
会
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
講
演
し
た
他
の
日
中
団
体
と

少
し
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

と
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
や
日
刊
ゲ
ン

ダ
イ
の
コ
ラ
ム
で
発
信
し
て
お
ら

れ
る
▼
曰
く
、
幅
広
い
層
が
集

ま
っ
て
い
る
会
と
い
う
印
象
だ
っ

た
と
。
そ
れ
は
、
吉
備
真
備
や
内

山
完
造
等
日
中
交
流
に
尽
く
し
た

多
く
の
人
物
を
輩
出
て
い
る
岡
山

の
特
別
な
歴
史
と
関
係
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
論
証
さ
れ
て
い
る
▼
43

年
前『
市
民
み
ん
な
で
日
中
友
好
』

を
標
語
に
当
時
の
友
好
協
会
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
出
発
し
た
協
会

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
即
ち
こ
の
幅

広
さ
だ
っ
た
。
一
部
の
人
々
の
自

己
満
足
の
会
で
も
な
く
、
一
政
党

政
派
の
指
導
権
の
下
に
活
動
す
る

団
体
で
も
な
い
、
日
中
友
好
を
大

目
的
と
す
る
広
範
な
市
民
の
集
ま

り
だ
▼
も
ち
ろ
ん
結
集
軸
は
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
は
日
中
国
交
正
常

化
時
の
共
同
声
明
や
日
中
平
和
友

好
条
約
な
ど
、
日
中
戦
争
の
反
省

の
上
に
勝
ち
取
っ
た
平
和
友
好
の

約
束
事
だ
▼
そ
の
基
本
原
則
を
踏

ま
え
、
将
来
に
友
好
の
絆
を
繋
い

で
い
く
た
め
に
、
青
少
年
交
流
促

進
を
軸
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
自
ら
の
目
で
見
て
真
実
の

中
国
を
知
る
『
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

Ａ
Ｔ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
，
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
！
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

岡
山
の
地
で
実
践
し
て
い
こ
う

�

（
松
）

荘内中の生徒たち荘内中の生徒たち

お互い質問を交わし再度の交流を誓い合ったお互い質問を交わし再度の交流を誓い合った

右端が星野理事、中央が土井会長右端が星野理事、中央が土井会長

上
海
市
・
大
阪
市
友
好
都
市
提
携
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
迎
春
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て

荘内中（玉野）・田園中学（上海）荘内中（玉野）・田園中学（上海）
笑顔でオンライン初交流

岡
山
市
日
中
友
好
協
会

理
事
・
青
年
部
代
表

　星
　野
　耕
　平

上
海
・
大
阪
50
年
の
友
好
の
歴
史
を
体
感
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